


































































A Tentative Plan about the Education / Childcare Training 

























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































現職 元職 幼保系 教員系
19 50 3.3 10.9 17.6
態度
1 意欲・積極性
19 14.3 16.9 16.3 17.6 2 責任感
4.7 0 1.6 0 0 3 探究心
4.7 14.3 40.6 12.7 11.7 4 健康管理
9.6 0 0 7.2 0 知識・技術5 基本的な保育所の役割と機能
19 21.4 25.4 49 29.4 6 基本的な子ども理解
14.4 0 11.8 1.8 0 7 基本的な保育内容・保育環境
9.6 8.3 0 0 5.8 8 保育の計画、観察、記録することの実際とその意義























































































































1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4
迅速さ＃
素直な気持ち＃
明朗さ＃
言葉遣い・表情☆　　　　　　
礼儀・身だしなみ☆
意欲・積極性※☆＊
責任感※☆＊
探究心※☆＊
健康管理※☆＃
協調性※☆＊
基本的な子ども理解※☆
生活を通した養護技術の習得☆
　⇒具体的な展開★
安全及び疾病予防への配慮☆
最善の利益の理解☆
自己課題の明確化☆
基本的な役割と機能※☆
　⇒基本的な役割や機能の具体的展開＊
基本的な保育内容※☆
基本的な保育環境※
保育の計画※☆
　⇒指導計画の作成＊★
観察、記録することの実際と意義※
　⇒観察に基づく保育理解＊
保育士の役割と職業倫理※☆⇒倫理観＊
保護者・家庭との連携☆＊
　⇒自己課題の明確化＊
［達成度］1年目/振り返って［達成度］［達成度］
［総合所見］
［総合所見］遅刻　　　日
欠席　　　日
遅刻　　　日
欠席　　　日
遅刻　　　日
欠席　　　日
遅刻　　　日
欠席　　　日
遅刻　　　日
欠席　　　日
［総合所見］ ［総合所見］
実
習
の
成
果
ポ
イ
ン
ト
認定こども園/幼稚園型・
保育所型・幼保連携型
［園名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　］
保育実習Ⅱ＊
施設実習Ⅱ★
［園名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　］
自己課題
［達成度］
保育実習Ⅰ※
【園名　　　　　　　　　】
自己課題
施設実習Ⅰ☆
【園名　　　　　　　　　】
自己課題
［総合所見］
教育実習で学びたいこと・総合課題
　　　　≪評価≫実習生として
　　　　　１）多くの努力を要する　２）努力を要する　３）適切である　４）すぐれている
基
礎
的
事
項
知
識
・
技
能
［自己課題］［自己課題］
遅刻　　　日
欠席　　　日
保育士（保育所）
保育士（施　設）
保育教諭
保育実習で学びたいこと：総合課題
保育現場「はじめの一歩」
態
度
基
礎
的
事
項
【学びの履歴】
氏名：
めざす保育者像：
幼稚園教諭
保育教諭
知
識
・
技
能
養
護
教
育
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変える。これまで実習園の中には学生に直接伝えられな
い指導事項を養成校に直接書面にて連絡する役割もあっ
たため，養成校の中には実習評価票を保育学生に開示で
きない問題を抱えている。そこで実習園から養成校宛て
に保育学生に関する問題提起事項を別紙送付できる仕組
みが必要となる。また，実習園名を記載することに大き
な抵抗を感じ，保育現場には賛同を得にくいことが予想
される。しかしながら，これまでの各実習毎の評価基準
の不平等さや，実習内容を共有し，ともに一人の保育者
を養成する意識で実習を担うためにあえて匿名にはしな
い。保育現場同士での共通話題や保育学生の捉えかたか
ら自園の実習に対する意識を見つめる機会となること，
養成校と実習園は実習訪問時での実習内容の確認をする
機会はあるが，実習前には文書での依頼にとどまってお
り，養成校の実習意図を十分伝えきれているとは言いが
たい。したがって，学びの履歴を活用する中で，養成校
と実習園，実習園と保育学生，または実習園同士が実習
に関する意識を協働することにつなげられると考える。
そのために，１段階として，学生自身の自己評価票とし
て活用するために実習終了後に毎回，「学びの履歴」に
加筆していく。実習評価票開示のおりに園評価を学生が
書き写しながら評価のずれから実習内容を客観視する。
２段階として全実習を終え了承を得た学生の「学びの履
歴」を，興味を示す実習園にサンプリングとして提示を
し，具体的なイメージと明確な意図を理解してもらうと
ともに，実行の可能性を探る。つまり学生自身の自己課
題と学びの履歴を把握する自己評価と，保育学生の自己
評価サンプルによる養成校や保育現場への呼びかけと事
例の蓄積，実習園同士の指導内容の検討協議のできる実
習協働体制の構築が考えられるのである。協力園を増や
しながら地域での協働へとつなげていく中で，学生に
とって保育者となる夢を膨らませ希望を持ち保育者の原
点として実習日誌と同様，いつでも振り返り可能な「学
びの履歴」となるようこれから課題に取り組み続けた
い。
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